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	Pressure-induced ferroelectric polarization flipping in TbMnO3

	国際会議名
	International Conference on Strongly Correlated Electron Systems

	開催地
	Campus Saint Martin d'Hères, Grenoble, France

	参加期日
	July 7-11 2014

	参加目的：申請者は磁性誘電体の高圧下物性の評価を行っている。今回は、最近の研究成果であるTbMnO3における圧力誘起磁気転移とそれに伴う電気分極の増強に関して報告すること、および海外の研究者との議論や情報交換による研究の更なる進展を目的とした。



	会議の状況：本会議は強相関電子物性全般を扱った会議であり、各国から多くの研究グループが参加していた。マルチフェロイクスに関しても２つのセッションが設けられ、盛んな議論がなされていた。ポスターセッションに関してはサーバへ事前にポスターを掲載し配布することで、より緊密な議論が出来るよう配慮されていたが、発表取りやめのポスターが多く見られたことは残念であった。

	成果概要：空間時反転対称性を破るようならせん磁気構造がスピン軌道相互作用を通じて格子の対称性を低下させ、電気分極を生じることが近年の研究で明らかになった。しかしその電気分極が変位型強誘電体の電気分極に比べて著しく小さいことが、その材料としての有効性に大きな課題となっている。今回申請者は、代表的なマルチフェロイクスであるTbMnO3が、ダイヤモンドアンビルセルを用いた高圧力下において磁気転移を起こすこと、またそれに伴い磁気誘起強誘電分極が10倍程度増強されることに関してポスター発表を行なった。得られた結果に関して多くの海外研究者と議論することが出来、有益なコメントを戴いた。また、申請者の結果についてミクロなプローブによる詳細な実験を海外の研究グループから提案され、新たな共同研究を行なうことになった。望月基金関係各位のご援助に深謝する。


